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町の人口 人口10,127 (-5）男4,808(+1）女5,319(-6）世帯合計3,382 (-i-D61年6月末日現在（ ）内は前月との比較です 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
 

出迎えの職員の拍手の中を初登庁 

する日野喜美男新町長=7月23日 

8 月は町県民税2期分・国民健康保健税3期分の納税月です 
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衆 参同時選挙／赤池町の投票結果 
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一
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党 氏 名 得 票 数 得 票 率 囲 

日本社会党 中西せき介 2 , 021 34 . 95 

自由民主党 尾形 智矩 1 ,052 18 . 19 

公 明 党 かじ I青 985 1 7 . 04 

自由民主党 じみ庄三郎 809 13 . 99 

日本共産党 三浦 久 560 9 . 69 

民 社 党 村田なおじ 355 1 6 . 14 

計 5 , 782 100 .00 

参議院選挙区選出 

議員選挙 

当日の有権 

投 票 者 

投 票 

~者数 7 , 362 

数 6 ,057 

率 82 ,27 % 

日本社会党 わたなべ四郎 2 , 001 35 . 72 

公 明 党 くわな義治 1 ,067 19 .05 

自由民主党 もとむら和喜 1 ,008 18 . 00 

自由民主党 福田 幸弘 889 15 .87 

日本共産党 有馬 和子 583 10 .41 

社寡責誓党 城戸やすたか 42 0 .75 

無 所 属 和智 正行 0 . 20 

計 5 , 601 1 00 . 00 
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数数率 
者 

権者 
有 票 

 票の
日 

 投投当

融明 

 位表
代上 

例く 
比挙 

院選 
議員 

参議 

日 本 社 会 党 1, 
902 35.77 

自 由 民 主 党 1 , 550 29 . 15 

公 明 党 840 15 . 80 

日 本 共 産 党 489 9 .20 

民 社 党 158 2 一97 

第 二 院 ク ラ ブ 1 18 2 .22 

サラ リーマン新党 44 0 .83 

新 自 由 ク ラ ブ 39 0 .73 

その他の政党等 177 3 . 33 

計 5 ,317 100 .00 

新しく町議会議員に決まった 

高林篤氏固と峯岡均氏囲 
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得票数 氏 名 職業 年齢 住 所

町

長

選
 

⑤ 3,408 日野喜美男 無 職 53 大字赤池551番地の25（松 本） 

3,024 香月 章 農 業 56 " - 371 番地 （伏 原） 

45 山下 譲治 無 職 52 " " 905 番地 （上の原） 

町
議
補
選
 

〇 1,797 峯岡 均 建設業 33 330 番地の7 （ 寿 ） 

〇 1,658 高林 篤 建設業 54 ク 市場639 番地 （8の3 ) 

1,621 浦田 春彦 農 業 53 上野917 番地 （大 谷） 

てフ ▽ ▽ ×7 V V 、7 ▽ 7 Y 

町
議
補
欠
選
は
峯
岡
氏
●
高
林
氏
 

町
長
辞
任
に
伴
う
町
長
選
挙
と
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
七
月
十
五
日
に
告
示
さ
れ
、
七
月
二
十
日
、
町
内
 

三
つ
の
投
票
所
で
い
っ
せ
い
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

投
票
率
は
、
町
長
選
挙
で
九
十
・
五
二
％
と
、
前
回
（
昭
和
五
十
九
年
七
月
）
を
二
・
三
八
％
下
回
り
ま
し
た
。
△
 

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
率
は
、
九
十
・
三
四
％
で
し
た
。
 

同
日
、
午
後
七
時
半
か
ら
町
民
会
館
で
行
わ
れ
た
選
挙
会
で
は
、
多
く
の
人
が
詰
め
か
け
、
開
票
事
務
を
見
守
 

り
ま
し
た
o

町
長
選
挙
で
は
、
激
戦
の
末
、
前
助
役
の
日
野
喜
美
男
氏
が
三
百
八
十
四
票
差
で
元
町
長
の
香
月
章
 

氏
を
破
り
初
当
選
し
ま
し
た
。
 

一
方
、
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
は
、
空
白
の
二
議
席
を
め
ぐ
っ
て
三
氏
が
激
し
く
戦
い
、
わ
ず
か
の
差
で
峯
 

岡
氏
と
高
林
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。
 

両
氏
は
、
来
年
四
月
ま
で
の
任
期
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

七
月
二
十
一
日
に
は
、
初
当
選
さ
れ
 

た
三
氏
に
皆
川
正
登
選
挙
管
理
委
員
会
 

委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
当
選
証
書
が
授
 

与
さ
れ
ま
し
た
。
 

委
員
長
は
、
 

「
初
心
を
忘
れ
ず
、
町
 

民
の
た
め
に
一
層
努
力
し
て
く
だ
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

日
野
喜
美
男
新
町
長
は
、
七
月
二
十
 

三
日
、
出
迎
え
の
職
員
の
拍
手
の
中
を
 

初
登
庁
。
女
子
職
員
か
ら
手
渡
さ
れ
た
 

花
東
を
手
に
、
委
員
会
室
で
、
 

「
こ
れ
 

ま
で
の
や
り
方
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
 

は
な
い
。
財
政
問
題
に
直
面
し
て
い
る
 

が
、
で
き
る
限
り
国
・
県
に
頼
ら
ず
、
 

ま
じ
め
に
働
き
、
自
ら
の
力
で
運
命
・
 

道
を
切
り
開
く
自
助
の
精
神
を
尊
び
た
 

い
。
選
挙
中
、
多
く
の
人
の
意
見
を
聞
 

い
た
。
行
政
改
革
大
綱
を
踏
ま
え
、
第
 

二
次
総
合
計
画
を
作
り
上
げ
、
町
内
に
 

出
て
色
ん
な
意
見
を
聞
き
、
活
力
あ
る
 

街
づ
く
り
を
目
指
す
」
と
所
感
を
述
べ
 

ま
し
た
。
 

監
査
委
員
に
木
月
繁
美
氏
 

3
議
案
を
可
決
 

7
月
臨
時
議
会
 

選
挙
後
初
め
て
の
臨
時
町
議
会
が
、
 

七
月
二
十
八
日
、
 
一
日
間
の
会
期
で
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

新
し
く
当
選
し
た
高
林
、
峯
岡
両
議
 

員
の
議
席
決
定
の
後
、
六
月
二
十
二
日
 

病
気
の
た
め
死
去
さ
れ
た
木
村
信
行
議
 

員
の
追
悼
議
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

山
下
厚
生
委
員
長
が
追
悼
の
辞
を
述
 

べ
、
こ
れ
に
答
え
て
遺
影
を
抱
い
た
遺
 

族
を
代
表
し
て
木
村
光
さ
ん
（
松
本
）
 

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

▼
皆
川
正
登
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
 

か
ら
当
選
証
書
を
受
け
る
日
野
喜
美
 

男
氏
廿
7
月
 21 

日
、
役
場
で
▲
 

I 朝二,に投票三了、 
~ 投票粕の中を確認し 

~ ていただいた方 

~③衆‘参同日選挙 

~ ●第1投票所（役 場） 

「 伊藤庫太郎さん（貴船） 

~ ●第2投票所（上野小） 

松葉盛夫さん（常福） 

●第3投票所（中尾） 

世良義高さん（町伏原） 

③町長・町議補欠 

選挙 

●第1投票所 

白川美智高さん（ノ、ノ四） 

●第2投票所 

定宗ハル子（山崎） 

●第3投票所 

馬場義輔さん（西町） 
＼、 ノノ 

投 票 の 結 果 （町内3投票所計） 

ZA △ △ △ Z、 △ Z、 

-~~ 

町長選 町議補選 

選挙当日の有権者数 7,266 7,266 

投 票 者 総 数 6,577 6,564 

投 票 率 （%) 90.52 90.34 

無 効 投 票 100 1,488 

有 効 投 票 6 , 4 7 7 5,076 

今
回
の
議
会
に
は
、
三
件
の
議
案
が
 

上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
 

決
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
議
案
 38 

号
 
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
 

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
孔
 

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
と
医
 

療
費
の
高
騰
に
よ
り
、
国
保
税
の
税
率
 

な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

主
な
改
正
点
は
、
税
率
の
所
得
割
が
 

百
分
の
八
・
一
か
ら
同
八
・
八
に
、
資
 

産
割
が
百
分
の
六
十
五
か
ら
同
六
十
三
 

に
、
ま
た
、
被
保
険
者
均
等
割
額
お
よ
 

び
世
帯
別
平
等
割
額
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
、
 

一
世
帯
に
つ
い
て
千
円
引
き
上
げ
ら
れ
 

ま
し
た
。
な
お
、
課
税
最
高
限
度
額
も
 

三
十
五
万
円
か
ら
三
十
七
万
円
に
改
正
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
議
案
 39 

号
 
赤
池
町
監
査
委
員
の
選
 

任
に
つ
い
て
井
町
議
会
議
員
か
」
」
「
選
 

任
の
木
村
信
行
氏
の
死
去
に
よ
り
、
新
 

し
く
木
月
繁
美
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
 

た。 

監査委員に選 

任された木月 

繁美議員 

o
指
名
1
号
 
議
会
常
任
委
員
会
委
員
 

の
選
任
に
つ
い
て
」
新
し
く
議
員
に
 

な
ら
れ
た
高
林
篤
氏
は
厚
生
常
任
委
員
 

に
、
峯
岡
均
氏
は
総
務
常
任
委
員
に
指
 

名
さ
れ
ま
し
た
。
 

『
 



け
 

か い け 昭和61年8月1日 （4 ) あ
 

報
 

広
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(5） 第283 号 広 報 あ か 

ご存知ですか一工場の課税免除 

赤池町工場誘致条例 
赤池工業団地（福祉センター下、約30万d）は、昭和63年秋の公 

募を予定に現在、地域振興整備公団の手で第1期の整備工事が進め 

られています。 

赤池町では、産炭地域振興臨時措置法に基づき、積極的に工場を 

誘致し、産業の振興と雇用の増大を図るため工場誘致条例を制定し 

ています。 

【減免措置】 

工場設置のため新たに取得した固定資産に賦課する固定資産税に 

ついては、 3年を限度として決められた範囲内で減免措置が受けら 

れます。 

【基 準】 

事業の用に供されることとなった機械および装置ならびに建物で 

その取得価格の合計が1,700万円をこえ、かつ、常時使用する従業員 

の数が10人以上の工場を新設または増設するもの。 

この規定の適用を受ける場合は申請書を町に提出しなければなり 

ません。 

また、同様に法人税や事業税、不動産取得税などの国・県税につ 

いても優遇措置が受けられ、工場再配置補助金や雇用給付金などの 

融資制度の適用も受けるこ 

とができます。 

くわしくは、役場産業振 

興課または税務課にお問い 

合せください。 

留
学
生
が
赤
池
中
を
訪
問
 

町
内
4
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
 

現
在
、
福
岡
県
に
は
五
百
六
十
人
の
 

外
国
人
留
学
生
が
い
ま
す
。
 

金
田
町
商
工
会
青
年
部
の
有
志
で
結
 

成
す
る
「
宇
宙
船
地
球
号
交
流
セ
ン
タ
 

ー
」
は
、
 

「
国
際
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
 

村
お
こ
し
の
き
っ
か
け
を
つ
か
も
う
」
 

と
、
こ
れ
ら
県
内
の
大
学
で
学
ぶ
外
国
 

人
留
学
生
を
招
き
、
七
月
十
四
日
か
ら
 

一
週
間
「
ボ
タ
山
交
流
会
」
 
と
し
て
、
 

囲
 

硬
山
に
盆
の
手
向
の
香
を
 

こ
の
句
は
、
昨
年
の
盆
 

伏
原
の
田
川
西
国
西
部
札
 

硬
山
を
仰
ぎ
、
香
を
焚
き
 

だ
句
で
あ
る
。
 

硬
山
は
私
に
と
っ
て
、
 

集
積
し
た
山
で
は
な
い
。
 

と
見
て
い
る
と
、
炭
坑
で
 

の
顔
が
次
々
に
浮
ん
で
く
 

ボ
タ
の
ー
つ
ー
つ
に
こ
れ
 

血
と
汗
が
今
で
も
に
じ
ん
 

に
思
わ
れ
る
。
 

一一禾 

春
翁
 

焚
＜
 

の
十
四
日
、
 

所
の
境
内
で
 

な
が
ら
詠
ん
 

単
に
ボ
タ
を
 

硬
山
を
じ
っ
 

働
い
た
人
達
 

る
。
硬
山
の
 

ら
の
人
達
の
 

で
い
る
よ
う
 

, I ，~ 
ト赤池中生徒と歓談する右から周さん、林さん、サンドラさノし‘ 

色
い
ろ
な
行
事
を
行
い
ま
し
た
〔
 

赤
池
町
に
も
、
こ
の
内
の
四
人
の
留
 

学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
市
場
小
学
校
、
 

赤
池
中
学
校
を
訪
問
し
て
、
児
童
、
生
 

徒
と
交
換
会
を
し
た
り
、
上
野
焼
を
見
 

学
し
て
、
実
際
に
ろ
く
ろ
を
回
し
た
り
、
 

興
国
寺
で
座
禅
を
組
み
、
赤
池
町
商
工
 

会
青
年
部
と
夜
な
べ
談
議
。
と
日
本
の
 

生
活
に
直
接
触
れ
て
、
泊
っ
た
家
庭
は
 

も
ち
ろ
ん
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
帰
り
勉
学
に
励
ん
 

で
い
ま
す
。
 

町
内
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
留
学
 

生
の
在
籍
大
学
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 
o
周
若
郡
さ
ん
（
四
十
歳
、
中
国
）
廿
 

九
州
大
学
機
械
ー
高
鶴
智
さ
ん
宅
（
上
 

小
路
）
o
林
永
順
さ
ん
（
三
十
歳
、
台
 

湾
）
ー
福
岡
大
学
経
済
ー
長
谷
川
雅
文
 

さ
ん
（
春
日
）
o

サ
ン
ド
ラ
・
ヘ
ゼ
ン
 

ジ
さ
ん
（
二
十
四
歳
、
ブ
ラ
ジ
ル
）
廿
 

九
工
大
土
木
ー
大
池
保
房
さ
ん
（
本
町
）
 

o
飯
田
グ
ロ
リ
ア
さ
ん
（
十
九
歳
、
メ
 

キ
シ
コ
）
廿
中
村
学
園
短
大
家
政
科
廿
 

長
谷
川
賢
二
さ
ん
（
石
松
）
 

体
‘
“
空
手
道
部
 

錬
成
大
会
で
上
位
に
入
賞
 

七
月
六
日
（
日
）
、
福
岡
市
民
体
育
 

館
で
、
第
四
回
福
岡
県
空
手
道
少
年
錬
 

成
大
会
が
、
連
盟
主
催
、
福
岡
県
・
市
 

教
育
委
員
会
、
県
体
育
協
会
な
ど
が
後
 

援
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

各
流
派
か
ら
代
表
の
千
五
百
人
の
選
 

手
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
 

た。 こ
の
大
会
に
赤
池
体
協
空
手
道
部
か
 

ら
も
十
五
人
の
選
手
が
田
川
代
表
と
し
 

て
出
場
し
、
好
成
積
を
残
し
ま
し
た
。
 

【
組
手
の
部
】
〇
小
五
ー
六
年
女
子
の
 

部
準
優
勝
廿
坂
田
早
苗
〇
中
一
年
の
部
 

3
位
ー
山
田
哲
也
O
中
学
二
年
の
部
2
 

位
ー
田
中
英
行
 

【
型
の
部
】
o

小
四
の
部
3
位
廿
篠
崎
 

) 

硬
山
は
坑
夫
の
墓
標
 

と
詠
ん
 

だ
俳
人
も
い
る
。
赤
池
炭
坑
廃
山
後
一
一
 

＋
年
。
筑
豊
→
亦
池
の
地
に
生
れ
育
 

っ
た
私
に
と
っ
て
、
硬
山
は
忘
れ
難
い
 

思
い
出
を
内
臓
し
て
い
る
。
 

神
に
ま
せ
ば
ま
こ
と
う
る
は
し
那
智
の
 

滝
（
虚
子
詠
）
 

滝
を
神
と
し
て
肥
り
仰
ぐ
土
地
の
人
 

々
。
ま
た
、
山
の
噴
火
を
御
神
火
と
し
 

て
仰
ぎ
紀
る
人
々
。
私
が
硬
山
を
仰
ぎ
 

見
る
時
、
こ
れ
ら
滝
や
噴
火
を
見
る
人
 

々
の
心
と
共
通
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
 

は
あ
る
ま
い
か
。
 

硬
山
に
盆
の
手
向
の
香
を
焚
く
 

炭
坑
で
死
に
、
炭
坑
で
働
い
た
人
達
 

の
冥
福
を
祈
る
気
持
で
、
私
は
硬
山
を
 

敏
幸
〇
小
五
の
部
3
位
井
坂
田
早
苗
o
 

中
二
の
部
優
勝
廿
長
野
士
郎
o

同
4
位
 

ー
田
中
英
行
 

（
敬
称
略
）
 ト上位入賞の体協空手道部のみなさん． 

仰
ぎ
、
盆
の
手
向
の
香
を
焚
い
た
の
で
 

あ
る
。
 つ

れ
づ
れ
 
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

流
水
の
池
に
落
つ
音
明
け
易
し
 

池
め
ぐ
る
さ
つ
き
咲
き
け
り
燃
ゆ
る
ご
と
 

一
声
の
鳥
舎
の
孔
雀
木
々
青
葉
 

か
い
や
か
た
 

老
鷲
の
合
間
に
聞
こ
ゆ
峡
館
 

画
家
の
意
「
凶
広
報
ー
ハ
月
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
 

か
 

内
科
医
の
増
員
充
峡
帥
夏
の
町
 

長
廊
下
連
れ
と
の
飛
燕
ま
よ
い
込
む
 

上
野
路
の
田
植
年
毎
淋
し
減
る
 

デ
ザ
ー
ト
の
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
や
扇
風
機
 

）
挙
購
ふ
先
ず
夏
も
の
を
下
の
箱
 

ト整備が進む赤池工業団地‘ 

」一 

『

一

 

」

一

 

苫
 

」
 
一
 

一お元，轟Iをす一② 
高
血
圧
の
予
防
 

は
滅
塩
か
ら
 

・
赤
池
町
で
は
病
院
の
 

外
来
に
か
か
っ
て
い
る
 

病
気
の
第
一
位
は
高
血
 

圧
性
疾
患
で
、
高
血
圧
 

症
、
ま
た
は
そ
れ
に
起
 

因
す
る
病
気
等
で
す
。
 

こ
れ
は
全
国
的
な
も
の
 

で
厚
生
省
で
も
減
塩
を
 

目
標
に
食
生
活
を
改
善
 

し
て
い
こ
う
と
本
格
的
 

に
こ
の
対
策
に
の
り
出
 

し
て
い
ま
す
。
食
塩
と
 

血
圧
と
の
間
に
は
食
塩
 

を
多
く
摂
取
す
る
と
血
圧
が
高
く
な
り
、
 

高
血
圧
の
人
が
塩
分
を
ひ
か
え
る
と
血
 

圧
が
低
く
な
る
と
い
う
密
接
な
関
係
が
 

あ
る
か
ら
で
す
。
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
食
 

塩
を
多
く
と
る
国
ほ
ど
高
血
圧
者
の
頻
 

度
が
高
く
、
日
本
の
中
で
も
食
塩
を
多
 

く
と
る
地
域
ほ
ど
高
血
圧
者
が
多
く
な
 

っ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
者
は
正
常
血
圧
 

者
に
比
べ
て
脳
卒
中
や
心
臓
病
に
よ
る
 

死
亡
が
2
1
5
倍
と
、
危
険
度
が
高
く
 

な
り
ま
す
。
 

高
血
圧
の
予
防
は
減
塩
か
ら
で
す
。
 

塩
分
は
体
に
と
っ
て
普
通
わ
ず
か
3
g
 

位
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

食
物
そ
の
も
の
の
中
に
も
少
量
の
塩
 

分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
日
中
汗
を
 

流
し
て
肉
体
労
働
を
し
て
い
る
人
は
除
 

い
て
、
日
本
人
は
現
在
使
用
し
て
い
る
 

半
量
く
ら
い
が
適
量
で
す
。
 

」 

味
は
、
慣
れ
も
あ
り
、
 
一
度
に
減
塩
 

す
る
の
は
大
変
難
し
い
事
で
す
か
ら
、
 

除
々
に
う
す
味
に
慣
れ
る
よ
う
心
が
け
 

血
圧
の
高
い
人
は
、
月
一
回
は
血
圧
測
 

定
を
し
て
、
合
併
症
を
予
防
し
、
正
常
 

な
人
で
も
年
一
、
二
回
は
定
期
的
に
血
 

圧
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
 

主な食品の食塩含有量 

毎日、なにげなく食べている食品の中に 
も思いがけないほど、多量の食塩が含まれて 
いるものがあります。食品を選ぶ際には注意 
が必要です。 
’みそ汁 1杯  1.59 
●かまぼこ 3 切  1.59 
●塩ざけ 1切  4.99 
●のり佃煮 大さじ1杯  2.59 
’たくあん 3 切  2.09 
●ハ ム 3 枚  1.sg 
’うめぼし 1 個  2.49 
●しょうゆ 大さじ1杯  3.29 

食塩摂取量と 
高血圧者の頻度との関係 
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待
ち
合
い
室
 

六
月
よ
り
町
立
病
院
へ
赴
任
し
ま
 

し
た
度
瀬
で
す
。
九
月
か
ら
研
修
へ
 

出
ら
れ
る
北
先
生
の
後
任
と
し
て
、
 

内
科
を
担
当
し
ま
す
。
 

町
立
病
院
に
勤
務
し
て
約
ー
ケ
月
 

に
な
り
ま
す
が
、
外
来
の
患
者
さ
ん
 

の
多
さ
と
、
次
々
と
入
院
し
、
ま
た
 

良
く
な
っ
て
退
院
し
て
い
く
病
棟
の
 

入
院
患
者
さ
ん
の
多
さ
に
、
住
民
の
 

皆
さ
ん
の
町
立
病
院
へ
の
期
待
と
信
 

頼
の
大
き
い
の
に
身
の
引
き
締
ま
る
 

思
い
で
す
。
 

私
の
専
門
は
内
科
で
す
 

が
、
内
科
と
言
う
と
、
熱
 

が
あ
る
の
で
カ
ゼ
で
も
ひ
 

い
た
か
な
と
か
、
頭
痛
が
す
る
 

が
血
圧
が
高
い
の
で
は
と
か
、
最
近
 

体
が
だ
る
い
が
お
酒
を
飲
み
過
ぎ
で
 

肝
脳
で
も
悪
く
し
た
の
で
は
、
と
い
 

う
こ
と
で
診
察
に
来
ら
れ
る
、
そ
う
 

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
は
な
い
 

か
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
患
者
さ
ん
 

を
悩
ま
せ
そ
の
健
康
を
犯
し
て
い
る
 

病
気
を
治
療
す
る
こ
と
は
、
内
科
医
 

に
と
っ
て
、
最
も
大
切
な
こ
と
の
ー
 

つ
で
す
が
、
同
じ
よ
う
に
、
疾
病
の
 

予
防
・
早
期
発
見
、
慢
性
の
病
気
に
 

対
す
る
教
育
・
指
導
、
そ
し
て
リ
ハ
 

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
指
導
が
重
 

要
な
責
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
日
本
人
の
三
大
死
因
を
み
 

て
も
、
悪
性
新
生
物
（
ガ
ン
）
・
脳
血
 

管
障
害
（
脳
卒
中
な
ど
）
・
心
臓
血
管
 

障
害
（
心
筋
梗
塞
・
心
臓
病
な
ど
）
と
 

そ
の
疾
病
の
治
療
と
同
じ
よ
う
に
、
 

そ
の
予
防
・
早
期
発
見
・
リ
ハ
ビ
リ
 

テ
ー
シ
ョ
ン
・
食
事
指
導
な
ど
が
大
 

変
重
要
な
疾
患
ば
か
り
な
の
で
す
。
 

町
立
病
院
で
も
、
患
者
さ
ん
を
待
 

つ
医
療
で
あ
る
外
来
・
入
院
診
療
ば
 

か
り
で
な
く
、
ガ
ン
検
診
と
し
て
の
 

胃
透
視
・
腹
部
超
音
波
検
査
（
ェ
コ
 

ー
）
な
ど
や
、
高
血
圧
・
心
臓
病
の
 

予
防
・
治
療
の
た
め
の
栄
養
士
 

に
よ
る
食
事
指
導
、
ま
た
 

脳
卒
中
や
心
臓
病
患
者
さ
 

ん
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
 

ョ
ン
な
ど
を
現
在
行
な
っ
て
い
 

一
 
一
 
一
 
一
 

「
一
 一
 

」一 一
 
一
 

掛
 

ま
す
。
ま
た
、
現
在
増
加
し
て
い
る
 

（ 

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
 

「
 

方
の
た
め
に
、
糖
尿
病
の
理
解
と
そ
 

）一
 

の
治
療
の
た
め
の
糖
尿
病
教
室
も
、
 

「
 

近
々
開
講
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 
《
 

そ
の
他
、
高
血
圧
や
成
人
病
に
つ
い
 

「
 

て
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
希
望
が
あ
 

（
 

れ
ば
、
教
室
な
ど
も
続
々
開
い
て
い
 

？
 

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

？
 

住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
健
康
を
考
 
」一
 

え
、
よ
り
健
康
増
進
を
計
り
、
又
よ
 
）一
 

り
良
い
地
域
医
療
の
実
現
と
実
践
を
 
一 

行
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

」一
 

町
立
病
院
内
科
医
長
慶
瀬
憲
治
 
「
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